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単層カーボンナノチューブ（MEIJO eDIPS）

MEIJO NANO CARBON CO.,LTD.

世界最高性能を持つ単層カーボンナノチューブの量産化について

カーボンナノチューブ（CNT）は1991年に飯島澄男博士（現名城大学教授）により発
見された新素材。炭素原子からなる円筒状の微細な繊維状物質で下記の優れた特性を
持つ。その中でも単層CNTは最高品質とされる。

弊社の独自のMEIJO eDIPS法により、従来難しかった単層CNTの量産化に成功した。従
来の1万倍以上の合成効率に達しながら、品質も向上させ、世界最高性能の導電性を持つ
単層CNTの量産が可能となった。
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世界最高の導電性により、顧客からの需要は非常に強い。
具体的なオファーもあり量産品の供給が待たれている。

リチウムイオン電池 ケーブル 半導体 水素製造 赤外線センサー

上記の旺盛な需要を背景に、CNTの量産工場を立ち上げたい。
2030年までに関連事業で100名以上の雇用を創出する。

2028年までに3000億円近くの市場が見込まれている。
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